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研究成果の概要（和文）：本研究は、富山県高岡市の小学校に保管される卒業記念画を対象に、作品の画題及び
題材に関する調査を行い、図画教育の歴史的展開を実証的に明らかにしようとしたものである。作品に関する調
査の結果、大正期及び昭和前期の作品に明治期以降に発行された小学校及び中等学校用図画教科書を手本にした
とみられる作品が多く残されており、花や鳥、野菜、道具、風景などを臨画する教育実践の一端を明らかにする
ことができた。また、卒業記念画を活用した学校独自の取り組みを調査し、地域とのつながりをつくる卒業記念
画の意味について考察した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to empirically clarify the historical development of 
Japanese art education by investigating the titles and subjects of graduation commemorative artworks
 preserved at elementary schools in Takaoka-city, Toyama, Japan. As a result of research on the 
students’ creations, many artworks created during the Taisho and early Showa eras appeared to have 
been modelled after art textbooks for elementary and secondary schools published during and after 
the Meiji era. The study, therefore, revealed some aspects of teaching practice that engaged copy 
images (e.g., flowers, birds, vegetables, tools, landscapes, and more). This study also investigated
 the school’s efforts to use the artworks and considered their meaning in making connections with 
the community.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、卒業記念画の分析を通して、図画教育がどのように行われてきたのかを実証的に検証するものであ
る。学校に保存される児童画に描かれた画題や題材の把握を行う本研究は、美術教育史研究、特に地方における
図画教育実践史の実態解明に貢献するものと考えられる。また、卒業記念画の活用に関する調査を行い、これか
らの学校と地域のあり方を考える契機としたい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
富山県高岡市立博労小学校（以下、博労校と略す。）及び平米小学校（以下、平米校と略す。）
には、創立当初から卒業記念作品が保管されている。校区の隣接する両校は創立百年を超える歴
史があり、卒業時に児童が図画や習字を残す取り組みを続けてきた。両校の卒業記念作品は、一
部欠落があるものの教育の歴史を今に伝えるものであり、児童の描いた卒業記念画は、明治期以
降の図画表現の変遷や教育実践の実態を掴むことのできる貴重な史料である。 
 両校の卒業作品のうち、博労校の図画作品に関しては同校教員らによる調査①や大学の研究グ
ループによる調査②を通して作品概要の報告や表現形式による分類などが行われてきた。本研究
の代表者による調査では、明治から昭和期までの作品分析や教育実践に関する報告を行い、平米
校の作品も含め、全国的な教育実践の動向を踏まえ両校の図画教育の実相を明らかにしてきた③。
しかし、卒業記念画にはいったい何が描かれてきたのか、特に画題の正確な把握や、児童作品と
図画教科書との関係を明らかにする詳細な調査は十分に行われてきたとは言えない。児童は何
をみて何を描いてきたのか、初等図画教育の成果物とも言える卒業記念画の画題、題材の調査を
行い、図画教育実践の一端を明らかにしたい。 
博労校では卒業作品展が毎年開催されているほか、児童が学習発表の課題として卒業作品の
歴史や図画表現を学習するなど、図画教育や学校独自の取り組みとして作品が活用されている。
こうした活動は学校や在校生と卒業生、地域をつなぐ有効な手段となっており、地域における学
校のあり方を考える好事例と言える。卒業作品の活用に関する調査を通して、卒業作品の意味や
学校の果たす役割について検討したい。 
 
２．研究の目的 
本研究は、富山県高岡市の学校に保管される明治期以降の卒業記念画を手掛かりとして、図画
表現にみられる画題及びその指導過程を含む題材に関する研究を行い、図画教育の歴史的展開
を実証的に探究するものである。また、卒業作品が学校と地域社会とのつながりをつくる材料と
なっていることに着目し、多世代交流を促す卒業作品について考察し、卒業作品の意味や学校の
果たす役割について検討する。 
 
３．研究の方法 
博労校及び旧平米校（令和 4年閉校、現高岡市立高陵小学校）に保存されてきた卒業記念画の
分析を中心に、図画教科書、教師用指導書等の資料調査を行い、図画の画題及び題材を整理し、
図画教育の実態を明らかにすることを目指した。卒業記念画の調査では、博労、旧平米両校の作
品資料の整理及び撮影などの進捗に合わせ、これまで調査対象としてこなかった高等科児童作
品の調査から進め、大正及び昭和期の作品を中心に、大正・昭和期高等科児童作品の調査、昭和
前期尋常科児童作品の調査、大正期尋常科児童作品の調査、という順に進めた。特に本研究では
卒業作品に描かれた画題、題材の特定を進めるため、明治期から昭和戦前期にかけて発行された
図画教科書の調査を行い、両校の卒業記念画と照合し、手本の特定を進めた。また、毛筆画教科
書を参考にしたとみられる作品が多く残されていたことから、毛筆画教科書の分析を行った。卒
業記念画に関する活用実態の調査では、学校関係資料などを収集、分析し、卒業記念画を活かし
た教育活動と地域との関係構築の実態について検討した。 
 
４．研究成果 
(1)高等科児童による卒業記念画の調査 
 博労校及び旧平米校の卒業記念画には、尋常科第 6 学年児童による作品とは別に大正期及び
昭和前期に卒業した高等科第 2 学年児童の作品（博労校は大正 12 年度から昭和 13 年度作品ま
で、平米校は大正 14 年度から昭和 11 年度作品まで）が残されている。作品調査を進める中で、
高等科児童の作品に模写とみられる作品が一定数あることが分かり、画題の正確な把握を行う
ため、図画教科書の図版を確認することとした。今回の調査においては、高等科第 2学年は中学
校及び高等女学校の第 2学年にあたることから、小学校用教科書のほか、当時発行されていた中
等学校用図画教科書を参照することとした。 
調査の結果、高等科児童による卒業記念画には、主として模写や図案、静物及び風景写生画等
が含まれていたことや、中等学校で使用されていた図画教科書も参考にしていたことを明らか
にすることができた。また、教科書の写生画題材を模写させるなど、自由画運動後であっても模
写を重視していた実態を掴むことができた。博労校の作品には図案や花鳥、人物が多く描かれ、
考案画には図案や友禅模様などが含まれていた。一方、平米校の作品には風景写生画やクレヨン
画の流行という自由画教育運動の影響がみられた。また、異校種の教科書使用が確認できたこと
は、図画教育の史実として重要であると考えられる。指導過程の実態に迫るため、教科書の教師
用書の内容を踏まえ当時の作品をみてみると、教科書の図版に描かれたものの特徴を理解して、
丁寧に彩色していた様子がうかがえる。また、図版を参考にする過程で、単純な模写ではなく児
童自身でアレンジするなど表現における創意工夫も確認することができた。例えば、静物画の模



写をする際も、描かれたものの位置を変えたり、元の図には描かれていない部分を想像して描き
加えたりした作品が残されていた。さらに、風景画の模写でも遠近感を意識して色を変え、描き
込み過ぎないよう簡略化するなど児童の創意工夫が作品に現れていたことから、当時の図画指
導において児童の表現意欲を引き出す指導がなされていたものと思われる。また、教師用書の解
説にある指導方法では写生題材として任意のモチーフと描法で取り組む題材も模写作品として
残されていたことから、写生画より模写が適当とする教師の判断があったのかもしれない。模写
を通して構成や観察、表現の力を身に付けようとする学びの実態がうかがえ、それに価値を見出
す教師の指導姿勢があったとも考えられる④。 
 
(2)昭和前期尋常科児童作品の再調査 
 以前の調査で、大正期の自由画教育後の作品に教科書等の模写が多く残されていたことを踏
まえ、当時の図画教育において臨画が再び指導の方法として浮上したのではないかと捉え、この
時期を「揺り戻しの時代」として考察を行った⑤。高等科児童の卒業記念画の分析にあたり、中
学校や高等女学校で使用されていた図画教科書を確認したところ、中等学校用図画教科書の図
版を手本にしたとみられる作品があることを明らかにしたが、調査の過程で、尋常科作品にも中
等学校の教科書掲載図版を手本としたとみられる作品があることに気付き、昭和前期の作品（博
労校は昭和 15 年度作品まで、平米校は昭和 11 年度作品まで）の再調査を行うこととした。 
 この期間の小学校図画教科書は、大正期の自由画教育運動によりあまり使用されることはな
くなったといわれるが明治後期に発行された国定教科書と、昭和期発行で同じく国定教科書の
『小学図画』を挙げることができる。一方、中等学校用図画教科書は検定教科書が使用されてい
た。金子一夫は、明治から昭和戦前期までの図画教科書に関して、明治半ばの検定制度発足以降、
昭和 18（1943）年に国定化されるまで中等学校用の図画教科書は検定教科書として校種別に発
行されており、大正期及び昭和戦前期の教科書は、西洋画、日本画、図案、色彩等を編集した教
育的図画教科書、もしくは用器画教科書であったと指摘している⑥。今回の再調査では卒業記念
画の表現内容を踏まえ、教育的図画教科書を対象に照合を行うことにした。 
 調査の結果、両校の尋常科児童による卒業記念画に、中等学校用図画教科書の掲載図版を手本
にしたとみられる作品があり、それらは林檎やバナナなどの果物、野菜、椿や薔薇などの花と花
器、本、茶器、鞄、鍋、針箱、魚、貝、鳥、山や街並みなどの風景、図案などであったことがわ
かった。調査で確認できた中等学校用図画教科書は、『新定図画帖』、『中等図画教科書』、『女子
図画臨本』、『現代図画』、『最新図画』、『図画新選』、『美育教典』、『日本図画』などであった。ま
た、教科書の絵をそのまま模写した作品のほか、並べ方を変えた作品、別の図版の絵を合成した
作品、教科書の絵を基本に別のものを加えた作品、図案を静物画のように描いた作品などもあり、
工夫した画面構成をみることができた。教科書の図版を参考に彩色や組み合わせなどの工夫を
し、一つの作品として仕上げようとする姿勢がうかがえる。当時の図画指導においては作品制作
のための選択肢を多く提供し、発展した表現を目指す働きかけがなされていたのではないかと
推察される⑦。 
 
(3)大正期尋常科児童作品の調査 
 高等科児童による作品の調査及び昭和前期の作品の調査を通して、小学校における図画作品
制作に中等学校用教科書の使用実態があった、という新たな知見を得ることができた。臨画作品
の多い明治や大正期の作品にも同様の実態があるのではないかと考えられることから、異校種
の教科書も視野に入れ、他の時代の作品調査を進めることとした。このうち、大正期尋常科児童
作品については画題の特定は行っていなかったため、両校の大正期尋常科児童作品と図画教科
書掲載図版を照合し、児童の描いた卒業記念画の画題、題材の詳細な把握に取り組むこととした。 
 昭和 47（1972）年に発行された『富山県教育史』には、大正期の臨画教育について、「指導者
の間にはよい臨本を数多く集めればよい指導ができると考えた人が多くみられる」⑧と富山県の
状況が記されている。また、長瀬達也は秋田県自由画教育の研究報告で児童作品を取り上げてお
り、大正 7（1918）年の小学 5年生の作品に高等女学校用図画教科書に掲載された図版の模写が
あることを特定している。長瀬は、当時の教師が臨本を広範囲に、かつ積極的に探し、描かせて
いたと考えられると指摘している⑨。 
 卒業記念画と図画教科書との照合を行った結果、大正期の卒業記念画制作において、尋常科児
童が小学校及び中等学校用につくられた多くの教科書を使用していた実態を見出すことができ
た。小学校教科書では国定教科書のほか、明治期に発行された『小学図画帖』、『帝国毛筆新画帖』、
『小学毛筆画』、中等学校教科書では『中等日本臨画帖』、『女子高等画帖』、『女子毛筆画臨本』、
『新定図画帖』、『中等図画教科書』、『高等女学校図画教科書』など毛筆画及び教育的図画教科書
を主として参考にしていたことがわかった。中学校用、高等女学校用の別や改訂版など複数の教
科書で掲載された図版もあることから、制作時にこれら全ての教科書が使用されたかは断定で
きないが、小学校の教室で卒業記念画制作の際、中等学校の図画教科書を参考にしていたことが
明らかとなった。広く臨本を求めた教育実践の状況を裏付ける結果といえる。特定した画題には
植物、動物、生活道具、風景などがあり、百合、薔薇、牡丹、桔梗、朝顔、椿などの花、雀、鶴、
烏などの鳥は繰り返し描かれ、児童に好まれていたようである。また、モノクロの図を描く際に
児童自ら彩色を施したり、主題に関連するものを追加したり、他の図版を組み合わせたりした作
品があり、創意工夫した表現をみることができた。 



 一般に、大正期の自由画教育運動までの小学校図画教育は、国定教科書を使用した教育実践が
行われていたという理解があるだろう。小学生の卒業作品の臨画であれば、第 6学年用の国定教
科書を手本にしたものと考えることができるが、博労、旧平米両校の卒業記念画はこうした理解
を覆すものであり、中学校や高等女学校で使用されていた図画教科書の図版を手本に、様々な題
材を工夫しながら描いていた。先述したように、当時、教師の中には多くの臨本を集めれば、そ
れが良い指導に結び付くと考えていた人が多かったとの指摘があるが、両校の卒業記念画は充
実した資料をもとに残されたことを示すものであった⑩。 
 
(4)毛筆画教科書の調査 
 卒業記念画で多く描かれた毛筆画教科書のうち、明治時代後期に発行された国定教科書と高
等女学校用に発行された毛筆画教科書を取り上げ、題材の内容について分析を行った。そのうえ
で、それら教科書の図版を手本に描いたとみられる児童画の分析を行い、20 世紀初期に行われ
ていた毛筆画教育について、今日の教育実践との違いを踏まえ考察した。 
 
(5)作品の活用に関する調査 
 卒業記念画の活用に関する調査では、博労校において、卒業作品を収集、保存する取り組みが
どのように行われてきたのかを、同校に勤務していた教員の活動などに注目しながら、学校関係
資料の調査などをもとにまとめた。調査では一人の教師の貢献に焦点をあて、作品の整理や分析、
児童の学習活動など卒業作品の活用に尽力した教師について報告した。また、卒業記念画を活用
して児童や教師、卒業生の交流を創出していることに着目し、学校独自の文化としての卒業記念
画の役割について考察した。 
 
(6)今後の展望 
 本研究で特定した作品以外に、模写とみられる作品があると思われる。特に近代の卒業記念画
には臨画作品が多くあるので、その全容を解明するため、図画教科書やそれ以外の手本の調査を
行い、特定を進めたい。その際、図画教科書の分析や掲載図版の傾向を把握し、手本の絵を児童
がどのように描いたのかという教科書と児童画との関係を探究していきたい。 
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